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1．資源学的 に み た種苗放流の 位 置付 け

　種苗放流をめ ぐっ て大きな時代の変化が み られる。食

糧増産 よりも資源保 全 を 重視す る社 会的価値観の 増強の

中 で，持続的 な利 用 を 達成す る技術 と して の 種苗放 流 の

有 効 性 の 真価 を 問 わ れ て い る。「水 産資源 の 保全 へ の新

展開」 （月
．lil亅海洋，　Vol．30　ND ．4，通巻 334 号，1998〕

¢）中 に ，上記の こ とに 関 して 多 くの 参考書 や文献が 紹介

さ れ て い る。

　一・
代回 収型の 種苗放流は天然の 加 入 に種苗を 添加 す る

こ とに よ り世代内の 漁獲量 の増加 を 目的とし，成長管理

に 対 応 して い る。再 生 産期待型 は種 菖放流 に 由来 す る産

卵親魚量 を増加させ ， ひ い て は次 世代の 天 然 加 入 量の 増

加を 目的 と し，加 入 管理 に 対応して い る。種苗放流の 目

的 を どち ら か に 明確 に位置 づ け る こ とが 肝要 で あ る （ポ

イ ソ ト  ）。

　水産生物の 資源 を増大 させ る資源培養技術 は  人工 種

苗放流 に よ る資源 の添加，  増養殖造成 に よ る生 息環境

の 整備，  資源管理 に よる 合理 的利用 に大別 され る 。 再

生 産 期 待型の 種苗放 流 は，  や   と同様 に，水産生物の

資源を増大させ る方策 の
一

つ として位置付け で き る （ポ

イ ン ト  ）。

　種苗放 流 と資源管理 の 考 え 方 や 数 理 解 析 の 基 本 は 同
一

の もの で あ るが，行為 （規制と放 流） や 時期 （稚魚 と成

魚〕 お よび 方向性 （出力と人力）は正反対 で あ る。
‘
放

流 す る
’

とい う人 力機能 と方向性は入 卩 調整 （イ ン ブ ッ

　トコ ソ トロ
ー

ル ），禁漁 区 ・禁漁期 ， 予防的ア プロ ーチ

な ど とい う方策 を実 行 しや す く し，生息場 の 造成や 構築

と結 び つ き，さ ら に環境保全に まで 寄与が 及 ぶ 可 能性を

もつ 。種苗 放 流 は 量 的真献 だ け で な く，ヒ記 の よ うな 機

能的貢献 も大 い に 推進 で き る 〔ポ イン ト  ）。

2．包括的 な 資源管理

　 種 苗放流 の 課 題 や 展 望，資源学的 に み た 種苗放 流 の意

義 や 問題 点 を 論 じ た も の に ，Walters ，n　 Hickley，2）

Cowx ，3） Blankenship　and 　Leber，4＞北 田，5〕松石 6〕な どが

あ る。ICES　Journal　of 　Marine　Science　Syrnposium　Edi−

tion（Vol，54　No．6， 1997）は サ ケ に 関 す る本 シ ソ ポジ

ウ ム と同 じ趣 旨の Proceedingで あ る。「栽培漁業 に よ

る漁業資源の 再搆築 とそ の 持続的管理 」（栽培資源調査

検討資料 ，日本栽培漁業協 会 ，No ．15，1999）の 中で

は ，栽 培 漁業 の 貢献 と して 以下 の 5点 を 列挙 し て い

る 。   加 入 増 に よ る 資源 構 築 と漁 獲量 の増大，  再生産

力強化 に よ る資源構築，  周辺 へ の 影響を抑制 した 資 源

構築，  漁獲量変動 の 軽減 に よ る漁家経済 の 安定 と向

E，  漁業者 の 理 解 を得や す い 資源計 画 の 推 進。

　北 田修
一氏 は

一
連 の 総説 の 中で ，種苗 放流が 可 能 な生

物 資 源 に つ い て 包括的資源管理の 仕組 み や在り方を提言

し，
‘
資源計画

7
とい う用 語 を 定義 した 。 勝 川

7〕は 資源

管理 に 関 して ，実行手段 ・ 意思決定法 ・7 イ
ードバ ッ ク

を 総 合 した Management 　Procedureとい う概念を紹 介

した 。海外で 主 流 に な りつ つ あ る こ の 考 え方 は ま さ に

‘
資源計画

’

で あ り，種苗放流 は Management 　Proce−

durc の 中の 実 行手 段 の
一

つ と して 位置 付け さ れる。

　防除 （Control）と保全 （Conservation） は 個 体数管

理 とい う点 で 共 通 して い る。例え ば総合防除 や費用 便益

分析 な どの 成 果 は 包括的資源管理 と共 有で きる。8〕種苗

放流 と資源 管理 お よび遊漁 は 相互 の 間で，負担配分 （受

益者負担） と資 源 配分 の 点で 多 くの 検討課題を抱 えて い

る。ま ず 遊漁 を 資 源 管 理 の 枠組 み の 中 に くみ い れ た 上

「凵 的
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図 1　包 括的資 源 管 理 （資源計 画） と Manage−

　　ment 　Procedureの 概念図

：鞴 藷瓢 飜
y

、蹠 盤欟 1纛 踏溜嬲 ヒ・T 。ky。，・ ・。 。 m ・d・i，・・k・n ・ T ・・y ・ 16・ 8639」 ・p・…

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Fisheries Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Fisheries 　Soienoe

種苗放流 と資源管理 に よ る資源増大

　で ，種苗放流 と資 源管理 の 関係を検討す る方向が わ か り

　 や す い 。

　3． 種苗放流 と資源管理 の 数量的比較

　　種苗放流 と資源管理 を両 立 さ せ た 包括的な 資源の 管理

　を お こ な う上 で，資源の 構成個体および資源 全体が もつ

　将来の 再生産能力 を 見積 もる こ とは重要で あ る。繁殖価

　と繁殖ポテ ン シ ャ ル は年齢が 異 な る個体や資源の 再生産

　上 の価値を相対的 に比 較す る ため の 概念 で あ る。こ れ ら

　の概念を用 い て，包括的 な 資源管理 に つ い て 検討 した 。

　以 下 は森 山 彰久 氏 （東京大学海洋研究所） との 共 同 研 究

　の 成 果 で あ る 。

　　繁殖価 （Reproductive　Value，　RV ）は あ る齢 の 個体が

　こ れ か ら の 先 の生涯に産む期待産卵数 と して 定義 され，
個 体の 再生 産 能力の 指標 と して 使 用 さ れ る。t歳魚の 繁

殖価 RV
， は 下式の よ うに 表現で きる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tmu

　　 臓 魚の 繁 殖価 ・RV
，
＝

Σ E
、
・Si

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i一1

こ こ で E
、 は i歳時 の産卵数，Siは t歳か ら i歳まで の

生残率，tmaxは最高年齢で あ る。天然魚 と放 流魚の繁殖

価 を 計算 す る こ とに よ り，t歳 の 天然魚 1尾を漁獲iせ ず

に 獲iり残 す こ との 効果 と種 苗 を 1尾放流 す る こ との 効

果を相対的 に比較検討す る こ とが で き る 。

9）

　 資源を構 成 す る 各個体の 繁殖価 を 合計 した もの が，繁

殖 ポ テ ソ シ ャ ル （R ・p・・d・・tive　 P ・t・・ti・1，　 RP ）で あ

る。10）　i歳魚の 個体数 を Nh 加 入 年齢 を trとす る と，繁

殖 ポテ ン シ ャ ル RP は 以下の 式で 定義される 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 twr

　　繁殖ポ テ ン シ ャ ル ： RP ＝
Σムい R 巧

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド を

RP は 未成魚 の将来の産卵能力を評価で きる点 が大 きな

特徴で あ り，放流種苗 の将来 の 繁殖能力を数値化 す る こ

とが で き る 。 漁獲規制や種苗放流 に よ る産卵資源増大 の

効果 は，規制 の 有無 と放流 の 多少 に 基づ い て 計算 さ れ る

RP の 値や差 に よ り表す こ とが で きる。

　放流魚繁殖ポ テ ン シ ャ ル指数 は，放流魚の 繁殖ポテ ン

シ ャ ル を資源全体 の 繁殖ポ テ ン シ ャ ル で 割 っ た 値 で あ

り，資源全 体 の 再生産量 に対 す る種苗放流の 寄与 の 相対

的な大 き さを表す。本指数の 計算 に は 過去 の 放流 履歴な

どか ら現存資源中 に含ま れ る放 流 魚 の 年齢別 尾 数 の デー

タ が必 要 で あ る 。 こ れからの 種苗放流 の 効果を主 に着 目
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した い 時 に は，簡易的 な 指数の計算で 代替 す る こ とが考

え られ る 。

　秋 田 県沿岸の ハ タハ タ資源 で は 資源量 の 50％ を許容

漁獲量 （TAO とす る 資源管理 と同時に ， 種苗放流 が

実施 さ れ て い る ・

11）
資源量 の 50％ を許 容 漁獲量 （TAC ）

に す るか わ りに
一

定の 繁殖ポテ ン シ ャ ル RP を獲り残す

管理 を遂行す れ ば ，漁獲量の 規制に よ る RP の 確保と放

流 に よる RP の 添加 を 併合させ た 包括的 な 管理 が可能で

ある・ハ タ ハ タ資 源 を 対象 に 謹 苗放流量 の 多少 に対応
した 許 容 漁獲量 を決定す る方法 を検討 した。

文 献

1） C・J・W ・】ter・・Mi・ ・d−・t・・k・fi・h ・ ・i… nd ・h ・ ・ 。、t、i。、bility
　　　・f ・nhan ・em ・nt　p・・ducti・n　f。r　chi… k・and ，。h。 ，alm 。n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　in “Salmon　Production，　Management ，　and 　Allocation”

　　　（・d・byW ・J・M ・N ・il），0 ・eg ・n　St・t・ U ・i・，，s辻y　Press ，　C 。r−
　　　vallis ，1988，　pp．109−115．

2） P・　Hi・k1・yl・St・・ki・gand 　i・t・・d・・亡i・n ・f　fi・h− 、　synth ，、i，，
　　　

iガ ‘
Th ・ R・h・bilit・亡i… fF ・e・hw ・し・・Fi・heries・（，d．　by　I．

　　　G．
　Cowx ），Fishing　News　Books，　Blackwell　Scientific　Publi−

　　 cations ，　Oxford，1994，　pp．247　254．
3） 1・G ・C・w ・ ・St・・ki・g ・trat・gi・・，鋤 旛 撫 。脚 、跏 d

　　 EcolOgy，1，ユ5−30　（1994 ）．
4） H ・　L・　Bl・nk ・n ・hip・ ・nd ・K ・・ M ．　L ・b… A ・e ・p。 n 、ib星。 、p．

　　 P「° ach
　 t・ marine 　 st・ck 　 enhancement ．　 Am ．　 FiSh．　 S。c．

　　 SymP．，15，167−175　（1995），
5） 北 田修『

戯 培漁 業 の 資源論 識 培 me書 3，　 H 本 鵝 鰈
　　 協会，東京，1996，112p、

6） 鮖 隆 ・纐 の 蹴 と生態系 へ の 影 響．海 洋号外，17，
　　 154−163　（1999），
7） 勝1駿 雄 ・M ・n ・g・m ・ntP … ed ・ ・e と 躰 の 資源管理 型

　　 漁業．海洋号外，17，123−128 （1999 ），
8） K ・Sh・a　a・d・th・ NCEAS 　W ・ ・ki・g　G・・up 。n 　P 。P 。1、ti。n

　　
Man ・g・m ・nt ・M … g・ m ・nt 。f　p ・P・1・ti・n　i・ ・… erv 。ti。。，

　　 har・e・ti・g ・nd 　C・nt・・1．　TrendS　in・EC。1。gy・、nd ・E ，。1。 ti。n
　　 （TREE ），13，371−375 （1998）．
9） 森 山 彰久・館 黼 ・繁殖 価 に 基づ く再 生 醐 待 型 の 種

　　苗放 流 と漁獲 規制 との 相対 的比較．栽 培技研，26，43−49
　　 （1997）．
1°） T ・K ・t・uk ・w … dY ・M ・t・umiya ・Fi・h・・i， ，　m 、n 、g，m ，nt

　　b・・ed … ep ・・d・ ・ti・ ・ P・t・nti ・1・ ・n　ex 、mp1 ，
　f。，

　Ch。b

　　
macke ・el・　in　“Fi・h ・ry・St。・k　A ・se ・sm ・nt 　M ・d・1… （，d．　by

　　
F ．Funk，　T ．　J．　Quinn　II，　J．　Heifetz，」．　N ．　Ianelli，　J．　E ．　Pow −

　　
e「s・J・F・S・hw ・ig・rt・・P・」・S・11ivan，・nd 　C．−1．・ Zh。。g），

　　
U ”ive・sity ・f　A エ・ska ・S・a ・Grant・C。11・g ・ P ・・g ・am ，・R ，p。，t

　　No．98−01，1998，　pp．999−1012 ，
11）　杉 山秀樹 ： ハ タ ハ タ の 漁業 実態 と資源 生態 に 基 づ く管理．
　　海 洋 号 外，　17，177−185 （1999 ）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


